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本書は，韓米FTA交渉時の通商交渉本部長と
してアメリカ通商代表と渡り合ったキムヒョン
ジョンが，韓米FTAの署名に至るまでの過程を
中心に記した回顧録である。韓米FTA交渉の舞
台裏はマスコミ報道などから断片的にしか知る
術がなかった。本書では，決裂の危機を乗り越
えて，アメリカの貿易促進権限失効から逆算し
たデッドラインぎりぎりまで交渉がなされた過
程が生々しく紹介されている。
著者は，高校時代よりアメリカで教育を受け
コロンビア大学で法学博士を取得した。ニュー
ヨーク州の弁護士資格を得た後，アメリカの法
律事務所で勤務し，WTOの法律局で副局長級の
職も務めた。2003 年，廬武鉉大統領に引き抜か
れ，次官補級の通商交渉調整官に就き，2004 年
には長官級の通商交渉本部長の職に就いた。
陣頭指揮を執った著者が明らかにした，韓国
とアメリカで繰り広げられた交渉の内幕は臨場
感にあふれている。交渉妥結に至るまでのドラ
マの中でも，2007 年 3 月 26 日から 4月 2日まで
行われた最終交渉は最大の山場である。妥結の
ためには農水産品，自動車，繊維，通信など多
くの分野で主張の隔たりを解消する必要があっ
た。膠着が続き，著者はアメリカ代表団を率い
るパーティア通商副代表に「荷物をまとめてワ
シントンに帰ってくれ」と言い放った。当初の
交渉最終日であった 30 日には皆が交渉は決裂し
たと考えた。交渉は 31 日に入っても続けられ，
韓国側の牛肉関税撤廃までの猶予期間が，10 年
から 15 年にまで伸ばされた。31 日には，アメリ
カ側の乗用車関税撤廃の時期が，3000cc 以下に
ついては即時撤廃となった。4月2日，牛肉のセー
フガード量も決着し，同日正午の 2分前に交渉
は合意に至った。
本書に記されている最終交渉の模様をかいつ
まんで紹介したが，韓国とアメリカで繰り広げ
られた交渉の内幕は，交渉責任者の証言なだけ
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に臨場感にあふれ，事前協議，公式協議，妥結
以降の追加協議についても読者を惹きつける内
容である。
FTA交渉については，国と国のやり取りに注

目が集まりがちであるが，国内で繰り広げられ
るドラマも見逃せない。国内における交渉開始
の意思決定はFTA交渉の大前提であり，政府の
関係部門と利害調整をしなければ相手国と具体
的な交渉に入れない。本書では，大統領が韓米
FTA交渉開始を意思決定するまでのやり取り，
そして政府関係部門とのやり取りも紹介されて
いる。
韓米FTAにまつわる最大の謎の一つは，廬武

鉉大統領がアメリカとのFTA交渉を決断したこ
とであろう。大統領は，元々は反米主義で知ら
れており，政権の支持母体である労働組合は自
由貿易に反対している。農業を始めとしてアメ
リカからの輸入が増え，深刻な打撃が予想され
る産業からの激しい反発も覚悟しなければなら
ない。2005 年 9 月，大統領が韓米 FTA交渉開
始を決断したが，本書からは，著者による再三
に渡る説明が決断を促したことが読み取れる。
著者は，アメリカとの FTAは韓国に最大の

利益を与える一方，日本との FTAは損失を与
えると考えていた。この持論にもとづき，著者
はFTAの相手国を，既定路線であった日本から
アメリカに変えるべく行動した。具体的にはア
メリカを振り向かせるべく布石を打ち，その甲
斐あって 2004 年 11 月，アメリカのゼーリック
通商代表がFTA交渉を持ちかけてきた。もちろ
ん，アメリカを振り向かせても，大統領が興味
を示さなければ話にならないため，通商交渉調
整官に就任して以降，再三に渡り韓米FTAの重
要性を説明してきた。
著者はアメリカとの事前協議の後，2005 年 9
月，大統領がメキシコに訪問した際に，遅くと
も 2006 年初めには交渉に入る必要があることを

説明した。大統領はその場で最終的な決断を下
した。大統領は，植民地戦争のような経済戦争
が市場で起っており，韓国が経済的な植民地で
はなく先進国として生き残るため，韓米FTAが
重要であることを強調した。そして決断後の夕
食会で大統領は，韓米FTA交渉は，著者の 1年
以上にわたる説明により一人で決断することが
できたと語った。
著者は，日本は東アジアの覇権を狙っており，
韓国が準備をしないで既定路線の日本との FTA
を結べば，韓国が経済的な従属関係に陥ること
を本気で懸念していた。大統領はこの考えを何
度もインプットされた。前政権が決めたFTAを
そのまま踏襲すれば，李氏朝鮮末期に対外政策
を誤って国を滅ぼした大院君のような評価を，
自分が受けることもあり得る。それよりも，韓
米FTAを決断した大統領として歴史に名を刻み
たいと考えたのかもしれない。いずれにせよ，
経済面で目立った業績がなかった大統領にとっ
て韓米FTAは，短期的な批判は受けても，それ
を上回る魅力があったことは間違いない。
本書は，政府の関係部門とのやり取りも紹介
しているが，韓国における大統領の強権を改め
て実感する内容である。2005 年 8 月に開催され
たFTA関係閣僚会議の場では，農林部長官，環
境部長官から異論が出たが，大統領自ら問答無
用と取り合わなかった。さらに国会議員は出番
がなく，反FTAデモも頻発したが交渉には影響
を与えなかった。
結局のところ韓米FTAをめぐるドラマについ
ては，国と国とのやり取りは当然として，国内
で繰り広げられたやり取りも，著者が主役であっ
たようである。歴史に if はないが，著者が日韓
FTAに価値を見出していたら，盧武鉉大統領の
業績は日韓FTA締結であったかもしれない。

（たかやす ゆういち）




